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令和７年６月３０日 

 

福津市議会 

議長 髙山 賢二 様 

 

予算審査特別委員会 

委員長  中村 清隆 

 

予算審査特別委員会審査報告書 

 

令和７年第５回福津市議会定例会において、本委員会に付託を受けておりました案件

についての審査結果を、会議規則第１１０条の規定により報告いたします。 

 

記 

１．事 件 名 

◎ 議案第２９号 令和７年度福津市一般会計補正予算（第１号）について 

◎ 議案第３０号 令和７年度福津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号）について 

◎ 議案第３１号 令和７年度福津市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

について 

 

２．審査経過 

◎ 付託年月日    令和７年６月６日 

◎ 審査年月日    令和７年６月１２日・１９日・２３日 

 

本議案は、全員の議員をもって構成した特別委員会で慎重に審査したため、詳細につ

いては省略。 

 

３．主な意見及び審査結果 

◎議案第２９号 令和７年度福津市一般会計補正予算（第１号）について 

【意見】 

（原案に賛成）なし 

 

（原案及び修正案に反対）第三次行財政改革大綱や公共施設の包括管理制度の推進

は住民サービスの後退が懸念される。また、企業版ふるさと納税は、かねてより

企業と自治体の不正常な関係を生み出しかねず、それをチェックする仕組みも不

十分であると指摘されており、過去に他自治体で問題となる事象も発生している。

さらに、新設小学校周辺の道路測量調査設計委託料が計上されていることから、

原案及び修正案に反対とする。 
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（原案及び修正案に反対）新設小学校道路整備は、学校建設の安全性や防災対策な

どについて、理解と協力が得られるような詳細な説明がされていない中での予算

計上となっている。教育総合計画策定については、令和７年度に教育大綱の策定、

令和８年度に教育総合計画の策定というスケジュールとなっているが、教育大綱

策定の経緯についての説明が不足していること、また、平成30年度策定時は決算

額が６万2,140円であったのに対し、今回は400万円を超える予算を計上して外部

委託することとなっている理由について明確に示されなかったことから、反対と

する。 

 

（修正案に賛成）なし 

 

【審査結果】 

委員会は、榎本委員から提出された修正案を賛成少数で否決したため、原案につ

いて採決した結果、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

◎議案第３０号 令和７年度福津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

については、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと 

決定した。 

 

◎議案第３１号 令和７年度福津市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

については、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと 

決定した。 

 


